
第３３回 圧⼒容器規格委員会 議事録 
 

1 ⽇時：  
令和４年７⽉１２⽇（⽕） １５：００〜１６：００ 

 

2 場所：  
⾼圧ガス保安協会 第１会議室（Web 会議併⽤） 

 

3 出席者（順不同、敬称略）： 
委員⻑ ：⼩林 

副委員⻑：辻 

委  員：⾼橋、坂倉、⼤江、寺⽥、後藤、井川、永井、板⾕、⽮野、⼭本、⼟居、中村 

アソシエート：− 

ＫＨＫ   ：加藤、瀬⾕、富岡、梶⼭、⼩池 

 

4 議題： 
(1)   審議事項 

1)  技術基準整備計画（3 カ年計画）について 

2)  技術基準策定⼿順書の改正について 

(2)   報告事項 

1)  NEDO 事業における圧縮⽔素蓄圧器⽤複合圧⼒容器に関する基準の改正の検討状
況について 

(3)   その他 

 

5 配布資料： 
３３資料１ 圧⼒容器規格委員会 委員名簿 
３３資料２ 技術基準整備 3 カ年計画（2022 年度〜2024 年度計画）(案) 
３３資料３ 圧⼒容器規格委員会の技術基準策定⼿順書の改正について 
３３資料４ NEDO 事業における圧縮⽔素蓄圧器⽤複合圧⼒容器に関する基準 
       KHKS0225 の改正の検討状況について 
参考資料１ 技術基準整備 3 カ年計画（2021 年度〜2023 年度計画） 
参考資料２ KHKS0225(2019) 

 

 

 

 



6 議事概要： 
委員会の成⽴条件を満⾜することを確認した。その後、以下に⽰す議題の審議を⾏った。 

 

議題(1), 1)  技術基準整備計画（3 カ年計画）について 
３３資料２に基づき、事務局より技術基準整備 3 カ年計画（2022 年度〜2024 年度計画）

(案)について説明を⾏った。これについて、特段の意⾒等はなかった。 

上記の結果、３３資料２を技術基準整備 3 カ年計画（2022 年度〜2024 年度計画）とする
ことは、出席委員全員の賛成により決議された。 

 

議題(1), 2)  技術基準策定⼿順書の改正について 
３３資料３に基づき、事務局より圧⼒容器規格委員会の技術基準策定⼿順書の改正につ

いて説明を⾏った。これについて、特段の意⾒等はなかった。 

 上記の結果、３３資料３の圧⼒容器規格委員会の技術基準策定⼿順書の改正は、出席委員
全員の賛成により決議された。 

 

議題(2)  NEDO 事業における圧縮⽔素蓄圧器⽤複合圧⼒容器に関する基準の改正の検討
状況について 

３３資料４に基づき、事務局より NEDO 事業における圧縮⽔素蓄圧器⽤複合圧⼒容器に
関する基準 KHKS0225 の改正の検討状況について説明を⾏った。これについて、特段の意
⾒、質問等はなかった。 

 KHKS0225 の改正については、NEDO 事業において作成された改正案（次回の圧⼒容器
規格委員会開催時点のもの）の具体的な内容を今年中に確認する。当該審議の結果は、
NEDO 事業における検討に反映させる。 

 

議題(3)  その他 
① 次回委員会の⽇程： 別途事務局から連絡することとなった。 

② ⾃由質問： 

 特定設備検査規則の改正により、KHKS0220 の適⽤に対する⼤⾂特認が不要にな
ったが、その効果は出ているか。 

   → 特定設備の⼤⾂特認の申請は、ほぼなくなっている。 

 

 

以上 

 


